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『太平記』巻二十六「黄粱夢事」には中国の有名な故事「黄粱夢」が引用されてい
る。この故事の末尾には、つぎのような一首の漢詩が置かれている。
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１ 
 
この漢詩は宋代詩人の楊亀山の 「勉謝自明」 と題するものである。 先行研究では 『太
平記』における「黄粱夢」説話の生成については考察されているが、楊亀山の漢詩がどのような経路で受容されたかについてはまだ明らかにされていない。 本稿では五山僧の宋代の学問を検討しながら、 『太平記』における楊亀山詩の受容経路 論証を試みる。
 
 
一
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
 
 
巻二十六「黄粱夢事」に関する先行研究の中で、最初に楊亀山の漢詩の問題に触れ
たのは増田欣氏である。増田氏は「楊亀山の詩が引用されているということは、きわめて斬新なことなの 『亀山集』からの直接の とは考えがたく、黄粱夢の説話に付随してもたらされたのであろうが、媒介者への追求を重視するこ で さらに一歩、 同時代的な影響関係の考察へと近づけていくこともできるのではないかと考えている」 と指摘した
２。 増田氏は直接の典拠を示したわけではなかったが、 『太平記』
がいかにして楊亀山の詩を受容したか、一つの可能性に言及した である。その後、伊藤正義氏は、 『太平記』に引用された「黄粱夢」説話が『和漢朗詠集和談鈔』 「仙家」の「壺中天地乾坤外、夢裏身名旦暮間」に施された注と似ていて、その原拠を明らかにすることは難しいが 日本で変容 た邯鄲譚 一型として重視すべきだと述べた
３。
楊亀山の詩への言及はないが 『太平記』の故事のもとになったものとして、日本中世固有の「黄粱夢」理解があったことを指摘 点は重要 また、張静宇氏は
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「黄粱夢」説話に登場した「呂洞賓」が『詩人玉屑』から影響を受けた可能性が高いことを指摘するとともに、楊亀山を讃える五山僧の詩作を考察することによって、巻二十六「黄粱夢事 には宋元文化に通じた五山僧の影を窺うことができる 指摘した４。 『太平記』における「黄粱夢」説話の生成について、先行研究が指摘したように、まだ原拠がわからず、 『太平記』における創作の部分がど 程度あったのか、判断しにくいところ ある。また、楊亀山の詩をどのようにして受容したかという問題についても、考察の余地が残されている。
 
  
 
 
二、
宋
学
の
伝
来
 
 
楊亀山は宋学の代表的人物である。よって、 『太平記』における楊亀山の詩の受容
を明らかにするためには、 日本へ 宋学の伝来と受容の問題を把握しなければならない。宋学という言葉を一言でまとめる とは難しい。山井湧氏 よれば 宋学は宋代の儒学といえ、そこには「實学」 、 「春秋学・名文論」 、 「道学」など幅広い内容が含まれている。その中で、当然、 「道学」 当たる「朱子学」が一番重要なも だと考えられる
５。では、日本における宋学はいつ頃に伝入されたのか。東福寺の『普門院経
論章疏語録儒書等目録』には入宋の僧侶である円爾（一二〇二―八〇）が持ち帰った朱熹の『四書集注』を始め、朱子学関連の本が多く記載されている。これらについては日本儒学史研究のなかでも注目されている
６。小島毅氏は十三世紀から十六世紀に
かけての日本 朱子学受容は、 っぱら禅僧によってなされたと指摘している
７。鎌
倉時代の後期には宋学は既に日本に伝わって たと考え よいだろう。
 
 
ところで、近年の研究では、森田貴之氏が『太平記』巻三十九に引用された司馬光
の漢詩「春遊」について考察し、この詩を享受する層としてもっとも有力なのは五山僧だと考えられると指摘した
８。 また、 先に言及した張静宇氏は巻二十六 「黄粱夢事」
における呂洞賓の故事の受容について、 五山僧の文化圏と何らかの関係を持つだろう
と述べている
９。これらの研究では、 『太平記』の成立には五山僧との深い関わりがあ
るこ が示唆されている。
 
だとすると、 五山僧に受容された宋学とはど
のようなものであったかを明らかにす
る必要がある。まず、虎関師錬（一二七八―一三四六）は『元亨釈書』巻二「栄西伝賛」に「仲尼殁而千有餘
歲
、縫
二掖之
一者幾許乎、唯周濂溪獨擅
二與繼之美
一矣」と述べ
ており
１０
、宋明理学の始祖である周敦頣を高く評価していたことが窺える。そのほか
に、 『済北集』には理学の大家であ 程明道、程伊川、また朱熹、司馬光への評論も見られる
１１
。また、中巌円月（一三〇〇―七五）は「辨
二朱文公易傳重剛之説
一」にお
いて「朱之為
レ儒、補
レ罅苴
レ漏、鉤
レ玄闡
レ微、可
二以繼
レ周紹
一レ
孔者也」と述べ
１２
、朱
熹を高く評価している。また、 「夫伊洛之學 張程之徒、夾
二注孔孟之書
一、而設
二或問
辨難之辭
一」などの理学についての論述も見られ
１３
、理学の核心的な人物である張載
や程明道、程伊川にも言及してい 。後の義堂周信も『空華日工集』永徳元年九月廿二日条に「近世儒書有
二新舊二義
一、程朱等新義也、 （中略）四書盡
二朱晦菴
一、々及第
以
二大慧書一卷
一、為
二理性學本
一云々」と述べ、また永徳元年九月廿五日条にも「漢以
來及
レ唐儒者、皆拘
二章句
一者也、宋儒乃理性達、故釋義太高」と論じ
１４
、宋代の理学
に対して深い理解を持って評論していたことがわか す に、 『太平記』の成立する前後には、五山僧たちは宋学、特に程朱理学を受容していたのである。
 
 
三
、
楊
亀
山
の
受
容
と
五
山
僧
 
 
次に楊亀山の受容の問題について考察を進めよう。 楊亀山 （一〇五三―一一三五） 、
姓は楊、 名は時、 字は中立、 亀山先生と号する。 北宋末期から南宋初期の学者であり、先に言及した宋代の理学の先駆である程明道、程伊川に師事し 、 「洛 」を推進した重要な人物である。 『宋史』 「楊時伝」に「一日見頤 頤偶瞑坐時、與游酢侍立不去、頤既覺、則門外雪深一尺矣」との記載があり
１５
、これは有名な典故「程門立雪」の由
125
- 3 - 
 
来を伝えたものである。 一方、 五山僧がこの典故を用いて詠じた詩も少なくなかった。例えば西胤俊承、惟肖得巌、南江宗沅、瑞渓周鳳の文集に「十雪」詩がある。そのうちに「伊川門雪」という題の詩がある。これは張静宇氏も注目したものであるが
１６
、
ここでは西胤俊承（一三五八―一四二二） 『真愚稿』に載せられる 伊川門雪」の詩を取り上げよう
１７
。
 
  
 
雪撲講帷凍不翻
 
雪講帷を撲つて凍りて翻らず
 
先生瞑目到黃昏
 
先生瞑目して黃昏に到る
 
   
當初二子傳何事
  當初二子の傳何事ぞ
 
人仰醇儒一代尊
 
人醇儒一代の尊を仰ぐ
 
 
 
題名「伊川門雪」のとおり、この詩は「程門
立雪」の故事を讃えるものである。西
胤俊承は「伊川門雪」だけでなく、雪をテーマにして「十雪」詩を詠じていた。この「十雪」詩の題について、今泉淑夫氏は元代の詩総集『皇元風雅』に収録された「十雪題詠」によるものだと指摘した
１８
。 「十雪題詠」とは漢・晋・唐・宋の総じて十人
の「 」に関する故事を選んで、それを『蒙求』に似た四字熟語で詩題とする七言律詩十一首の連作であ 。詩 は以下の通り、 「韓王堂雪・伊川門雪・袁安臥雪・李愬淮雪・王猷渓 ・李及郊雪・蘇武羝雪・鄭綮驢雪・孫康書 ・欧陽詩雪」 ある
１９
。
そのうちの二番目 詩題「伊川門雪」は「程門立雪」を詠じた詩である。左に『皇元風雅』後集巻六に収めた「伊川門 」を引く
２０
。
 
 户
屨天寒侍講帷
 
户
屨天寒くして講帷に侍す
 
先生暝目坐如尸
 
先生暝目して坐すること尸の如し
 
丈函立久已潛悟
 
丈函立つこと久しくして已に潛に悟り
 
尺瑞積深渾不知
 
尺瑞積もること深きも渾て知らず
 
白室虛生初見頃
 
白室虛生するは初て見ゆる頃
 
紅爐
㸃
化且休時
 
紅爐
㸃
化するは休む時
 
一家教法清和異
 
一家の教法清和異なり
 
伯子春風更可師
 
伯子の春風更に師とすべし
 
 右の詩の第一聯「
户
屨天寒侍講帷、先生暝目坐如尸」が、西胤俊承「伊川門雪」の
第一聯 「雪撲講帷凍不翻、 先生瞑目到黃昏」 のもとになったことが確認できるだろう。また「程門立 」という故事は楊亀山の個人文集に見ることはできない。よって、今泉氏が指摘したように、五山僧における楊亀山の「程門立雪」の故事の受容は、 『皇元風雅』の「十雪」詩によるものだと思われる。
 
 
四
、『
太
平
記
』
に
引
用
さ
れ
た
楊
亀
山
の
詩
に
つ
い
て
 
 
上述のように、 『太平記』が成立する時期、五山僧は宋代の理学を既に受容してい
た。また、五山僧は楊亀山に関する故事に触れ得る環境 あったと考えられる。しかし、 『太平記』に引用された漢詩は 程門立雪」 関する詩で なく、楊亀山自身が詠んだ詩であっ 。そこで、この詩の受容経路を詳細 考察しよう。まず 巻二十六「黄粱夢事」の一節を引く。
 
 
昔漢朝ニ才無シテ富貴ヲ願フ客アリ、楚国之君、賢才之臣ヲ求給フ由ヲ聞テ、
恩ノ爵ヲ貪ラン為ニ、則楚国へソ趣ケル、路ニ歩疲レテ、邯鄲之旅亭ニ暫ク休ミケルヲ、呂洞賓ト云仙術之人、此客之心ニ願フ事、暗ニ冨貴之夢ヲミスル一之枕ヲソ借シタリケル、 客此枕ニ寝テ一睡シタル夢ニ 楚国之侯王ヨリ勅来テ客ヲ召サル、 （中略）倩夢ノ中ノ樂ヲカソフレハ、遥ニ天位五十年ヲヘタリ云共、覺テ枕ノ上ノ眠ヲ思ヘハ 僅ニ午炊一黄梁之間ヲ過サリ リ 客爰ニ人間百年ノ楽モ、
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枕頭片時ノ夢ナルコトヲ悟リテ、自是楚国ヘハ越ス、忽身ヲ捨、世ヲ避ル人ト成テ、遂ニ名利ニ被繋心ハ無リケ 、是ヲ楊竜山カ謝日月詩云、少年勤学志須張、得失由来一夢長、 試問邯鄲欹枕客、 人間幾度熟黄梁、 是ヲ邯鄲午炊之夢トハ申也、
 
  
貞和四年（一三四八）に三種神器の一つの宝剣が伊勢の海に出現した。この宝剣を
託された日野資明は、足利直義が夢想の奇瑞を得たことにより、宝剣を朝廷に進奏した。しかし、勧修寺経顕は院に「黄粱 」 話を語って、夢 信を置くことはできないと主張 た。故事のあらすじは以下のとおりである。貧しい客が富貴を求めるために、楚国へ赴い 客は邯鄲で仙人である呂洞賓に会って、一つの枕を借りた。その夢で客は の侯王になって、栄華富貴な生活を体験した。夢から覚めた客は、夢に五十年を過ごしたことは だ昼の炊事の間の短い時間にすぎず、 人生の富貴がまるで夢のようであることを悟って、楚国へは行かず、遁世してしまっ 故事 末尾は楊亀山の漢詩を引用して終わっている。古態系本をはじめとする多数 伝本は「楊龍山カ謝日月詩」と表記しているが、今川家本・流布 などでは 楊龜山カ謝日月詩」と記されている。すでに知られ いるように、この詩は楊亀山の「勉謝自明 と題するものである。
 
そもそも『太平記』における漢詩の受容について、先行研究では『詩人玉屑』 『三
体詩』 『古文真宝』など 宋代詩論詩集から深い影響を受けたとの指摘がある
２１
。し
かし、 この詩はこれらには収録されないものである。 また 大島晃氏の調査によれば、『古文真宝』 『三体詩』 『瀛奎律髓』 『聯珠詩格』には楊亀山の詩は「寄長沙簿孫明遠」と「過蘭渓」の二首しか収め れていないとのことなので
２２
、 『太平記』は上記の宋
代詩論詩集ではなく、 ほか 漢籍から 「勉謝自明」 受容したと考えなければならない。
 
 
五
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
楊
亀
山
の
詩
の
出
典
 
 
先に言及したように、五山禅林では早くに宋代の理学が受容されていた。そこは宋
代の儒学に関する漢籍に触れ得る環境であった。実は、宋末に成立した宋の諸儒の遺文を集めて分類編集した 『性理群書句解』 に、 楊亀山 「勉謝自明」 が収録されている。朱熹の弟子である熊節が編纂し、熊剛大が注を施したものである。本書に収められた文章は北宋五 （周敦頤・邵雍・張載・程顥・程頤）と朱熹 ものを中心 して、司馬光また 子門人（楊時・羅仲索・範浚・呂大臨 蔡元定など） も収められいる。 王曦氏は熊剛大は理宗 （一二二五―一二六四） の在位中の人物だと指摘した
２３
。
また、この書には『新編音点性理群書句解』という題名を持つ 刊本もある
２４
。左に
『性理群書句解』巻四「勉謝自明」を引用
２５
。
 
 
勉謝自明
 
龜山楊先生
      
 
少年力學志須
强
  
少年より力て學んで志須く
强
くすべし
           
得失由來一夢長
   得失由來一夢長し
        
試問邯鄲欹枕客
  
試みに問ふ邯鄲枕を欹つる客
           
人間
㡬
度熟黄粱
   人間
㡬
度か黄粱を熟せしむと
         
 右は『太平記』巻二十六「黄粱夢事」に引用
された詩にほぼ一致する。 『太平記』
は「楊竜山」と表記しているが、 「亀」と「竜」は字形が似ているた 、誤写が生じたのかもしれない。また『太平記』に表記された詩名 「謝日月」となっている。この「日」と 月」を組み合わせると、 「明」となり、 「勉謝自明」の「明」と関係するのだと思われる。
 
また、 『性理群書句解』は詩を載せるだけではなく、注釈をも施している。以下に
注釈を引用しよう。
 
 
不知人生世間禁得
㡬
度熟黄粱之久乎、此事乃鍾離化
吕
洞賓為仙、洞賓睡去夢中、
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遍歴清要把麾持節、及覺、鍾離炊飯方熟、故龜山援此以勉謝、使之志於道義、毋徒志於功名也、
 
 知らず、 人生世間
㡬
度か黄粱を熟するの久しきを得ることを禁ずるを、 此の事乃
ち鍾離
吕
洞賓を化して仙と爲す、 洞賓睡りて夢中に去り、 清要把麾持節を遍歴す、
覺むるに及べば 鍾離飯を炊ぐに方に熟す、故に龜山此を援
ひ
きて以て勉謝し、之
をして道義 志し、徒らに功名に志すこと毋
な
からしむるなり、
 
 
右の通り、詩の最後の一句「人間
㡬
度熟黄粱」に対して、 「黄粱夢」の故事を簡潔
に紹介している。これは夢に世事を経歴した呂洞賓が黄粱の熟する頃に目覚めて、悟りを得て仙人になったという「黄粱夢」の物語である。原典の唐代小説『枕中記』と比べると大幅に省略され ものである。また、 『枕中記』では、登場人物は「呂翁」と「盧生」 なっているが、こ で 鍾離」と「呂洞賓」に置き換えられている。党芳莉氏の指摘によると、北宋の頃には唐代小説『枕中記』の「呂翁」を「呂洞賓」に変えた「黄粱夢 が既に流行していたという
２６
。 『性理群書句解』の注釈に見える
「黄粱夢」の故事は、こうした宋代に変容された「黄粱夢」の一つの話型だとい るであろう。
 
注意を払うべきところは、 この注釈の最後の一句 「故龜山援此以勉謝使之志於道義、
毋徒志於功名也」である。これ 楊亀山「勉謝自明」の主旨を説明したも である。つまり、亀山はこの詩 道義を志すことに励んで、 「功名」を志してはならない教えを詠んだというのである。 『太平記』 「勉謝自明」を引用する前に「遂ニ名利ニ被繋心ハ無リケリ」と記し、それにつづけて詩を引用し いるが、こうした表現 、この注釈に影響された可能性が のではないか。
 
このほか、 「勉謝自明」を収録する漢籍 して 楊亀山の個人詩集を除き、 『両宋
名賢小集』が確認されるばかりである。亀山の個人文集について、 『四庫全書総目提
要』には「舊板散逸、明宏治壬
戌
將楽知県李熙重刊、併為十六巻」と記され
２７
、宋元
刊本の亀山文集は既に散逸しているとのことである。また、前に検討した五山における楊亀山 受容からみれば、彼の詩は亀山文集から直接受容するのではなく、 『皇元風雅』 のような詩集によって受容されたと考えるべきである。 だとすると、 『太平記』作者が亀山文集に接した可能性は極めて低い
と思われる。また、 「勉謝自明」を収め
る『両宋名賢小集』の編者の一人である陳世隆は元順帝至正年間に活躍し、元末に亡くなった人物で
２８
、 『太平記』作者とほぼ同時代の人であった。さらに日本では『両
宋名賢小集』の受容に関する記録も見えないので 『太平記』がこの詩集によって「勉謝自明」を受容したとは考えにくい。以上の考察をまとめると、 『太平記』作者は元刊本としての『性理群書句解 から楊亀山の漢詩を受容した可能性が高いものと思われる。
 
最後に、 『太平記』作者がなぜ楊亀山の「勉謝自明」を引用したか考えたい。この
詩には少年に学に励むことを求める意図が込め れている。先に取り上げた『 理群書句解』に載せた注釈にも詩の主旨が記されていた。詩 最後 「黄粱夢」の典故を使って人間の一生はいくたびか黄粱 煮る間にすぎないとたとえていた。実は『太平記』は「勤勉」をテーマとする中国の故事をしばしば引用する。巻一「昌黎文集事に引用された韓湘説話 は、韓愈が猶子 韓湘に「勤勉」を求 場面が見られる。巻三十四「曹娥精衛事 は精衛填海の故事を引用し、故事の末尾を韓詩「學諸進士作精衛銜石填海」の第四聯「人皆譏造次、我獨賞専精」 踏まえ、 「人笑
二其功少
一我怜
二
其志多
一」という言葉でしめくくる。ここでは精衛が石をもって海を填む精神を賛美
しているのである。こうした「勤勉」 関わ 故事や詩文は 太平 』作者が特に関心を寄せるところであったのだろう。作者 『性理群書句解』 注釈を通じ 楊亀山の詩と主題を知り、自らの作品に生かそうと考えたのではない 。
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『太平記』作者は『文選』 『白氏文集』などの伝統な中国文学への関心を示すとと
もに、新たに伝来した宋学に対しても積極的に受容しようとする姿勢を見せている。宋代詩論詩集において崇拝された杜甫・韓愈はもちろん、宋代の儒学に関わる楊亀山・司馬光の 作も引用している。五山において宋学が盛んになった時期に成立した『太平記』を考察する時 、宋代文学だけでなく、 『性理群書句解』 ような宋代の儒学に関する漢籍も無視できないと思われる。今後も宋代の 問との関連から、これらの問題を考察する必要があ 。
 
 
 注
 
１ 以下の引用はすべて西源院本『太平記』 （黒田彰氏・岡田美恵氏編『西源院本太平記』クレス出版、二〇〇五年）によるものである。
 
２ 増田欣氏『中世文藝比較文学論考』第一章第四節「太 研究の現状」 （汲古書院、二〇〇二年。初出、 国文学解釈と鑑賞』一九八 年五月号） 。
 
３ 伊藤正義氏『謡曲雑記』Ⅱ「邯鄲―夢 世ぞと悟り得て―」 （和泉書院、一九八九年。初出、『かんのう』二四九号、一九八三年） 。
 
４ 張静宇氏「 『太平記』と呂洞賓の物語」 （ 軍記と語り物』第五十二号、二〇一六年）
 
５ 山井湧氏『明清思想史の研究』序説 宋 の本質とその思想史的意義」 （東京大学出版会、一九八〇年） 。
 
６ 足利衍述氏 鎌倉室町時代之儒教』 （有明書房、一九七〇年、初版は一九三二年） 。その後、芳賀幸四郎 は日本における宋学 伝来につい 、三つの説を提起して、鎌倉時代に既に輸入された宋代の儒書について述べた（ 『中世禅林の 問および文学に関する研究』第一編第二章「宋学の伝来及び興隆と禅僧社会」日本学術振興会、一九五六年。思文閣、 八一 再刊） 。また、和島芳男 も入宋 が持ち帰った漢籍を考察しながら、鎌倉時代後期の日本 おける宋学の受容を紹介した（ 『日本宋学史の研究』第二編第一章「叢林の宋学」吉川弘文館、一九六二年初刊、一 八 増補再刊） 。そ ほか、土田健次郎氏は南北朝時代及びそれ以前の日本における周敦頤『太極図説』の引用を考察して 宋代 儒学書が利用されたことは認めるが、 その内容を理解したことに否定的な立場をと 「南北朝時代における 『太極図説』の受容」 『大倉山論集』第四十三号、一九九九年） 。
 
７ 小島毅氏「 の朱子学・陽明学の受容」 （ 『東洋 術研究 第五十四号 二〇一五 ） 。
 
８ 森田貴之 太平記』 の漢詩 用法――司馬光の漢詩から」 （ 『国語国文』 二〇 〇年三月号） 。
 
９ 張静宇氏注３前掲論文。
 
１０
 『国史大系』第三十一巻（吉川弘文館、一九六五年） 。
 
 
 １１
 芳賀幸四郎氏注６前掲書。
 
１２
 入矢義高校注、日本思想大系『中世禅家の思想』 （岩波書店、一九七二年） 。
 
１３
 同右
 
１４
 上村観光氏編『五山文学全集』第二巻（思文閣、一九七三年） 。
 
１５
 『宋史』巻四百二十八「列伝」第一百八十七「道学二」 （臺灣商務印書館、一九八八年） 。
 
１６
 張静宇氏注３前掲論文。
 
１７
 上村観光 編『五山文学全集』第三巻（思文閣、一九七三年） 。
 
１８
 今泉淑夫氏『桃源瑞仙年譜』第一部「永源寺時代」注四十（春秋社、一九九三年） 。
 
１９
 中本大氏「十雪詩のゆくえ」 （ 『論究日本文学』第一〇〇号、二〇一四年） 。
 
２０
 五山版『皇元風雅』後集巻六による（国立公文書館デジタルアーカイブ、請求記号：別０５９―０００４） 。
 
２１
 柳瀬喜代志氏 『日中古典文学論考』 第二部第四節 「中世新流行の詩集・詩話を典拠とする 『太
平記』の表現」 （汲古書院、一九九三年。初出、和漢比較文学叢書一五『軍記と漢文学』汲古書院、一九九三年） 。
 
２２
 大島晃氏「古文真宝前集・増註三体詩・瀛奎律髄・聯珠詩格作者篇目総合彙検
( 稿
) 」 （ 『上智
大学国文学科紀要』第十二号、一九九五年）
。
 
２３
 王曦氏「 『性理群書句解』与南宋閩方言」 （ 『船山学刊』第六十八号、二〇 八年） 。
 
２４
 長澤規矩也氏 長澤規矩也著作 』第三巻「宋元版の研究」 「関東現存宋元版書目」 （汲古書院、一九八三年） 。
 
２５
 元刊本 『新刊音點性理羣書句解』 （ 『静嘉堂 庫所蔵宋元版』 マイクロフィルム 雄松堂書店、二〇一五年） 。
 
２６
 党芳莉氏「呂洞賓黄粱夢伝説考論」 （ 『西北大学学報 哲学社会科学版） 三十巻 期、二〇〇〇年） 。
 
２７
 影印本『四庫全書総目』 （中華書局、一九六五年） 。
 
２８
 陳世隆『北軒筆記』 （四庫全書本）に「元至正間兄弟并館於嘉興、値兵乱、彦高竟遇害」という「小伝」の記述がある（臺灣商務印書館、一九八三年） 。
 
